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Abstract 

The red-clawed crab Chiromantes haematocheir is a semi-terrestrial species in the family Sesarmidae 

distributed from Aomori Prefecture to Ryukyu Islands in Japan. It inhabits forest edges near coasts and 

estuaries, residing in burrows on slopes, embankments, and reed beds along coastal forest edges adjacent to 

aquatic environments. However, the population has declined significantly due to coastal and riverbank 

development, including concrete landfilling and road construction that disrupts access to larval release areas. 

Conservation efforts, such as biotope creation and habitat evaluation using C. haematocheir as an indicator, 

have been initiated. Studies in urban environments show that it prefers artificial water channels along forest 

edges while avoiding flat, bare land. This study investigates the habitat conditions around Lake Kamo, a 

brackish lake on Sado Island, Niigata Prefecture, utilized by C. haematocheir for burrows. A high density of 

burrows was observed on the grounds of Kisaki Shrine near Lake Kamo, predominantly around the bases of 

living and dead trees rather than near buildings or stone monuments. Tree species within the shrine grounds 

were identified, and burrows were counted around each. Chiromantes haematocheir showed a preference 

for Japanese eurya, Eurya japonica var. japonica, likely due to its shrub-like growth habit with horizontally 

spreading branches and leaves that provide shelter from bird predation. This study provides the first evidence 

of tree species preferences in C. haematocheir nesting sites. Future research in other regions could inform 

innovative coastal park designs and construction plans that incorporate tree species utilization as an indicator 

for suitable nesting environments. 
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緒言 

アカテガニ Chiromantes haematocheir は、十脚

目ベンケイガニ科に属する半陸生カニの一種で

あり、国内では青森県以南の海岸や河口近くの林

縁部に生息する (酒井 1976; 三宅 1982; 柚原・鈴

木 2021)。本種は水圏に近い陸域で活動する一方

で、抱卵雌は幼生の孵化が近づくと海岸や河口域

周辺に移動し水中にゾエア幼生を放出する。この

アカテガニの幼生放出行動のタイミングは、日周

性（昼夜）、潮汐性（満潮・干潮）、あるいは月周

期（満月・新月）といった周期的な環境要因によ

って調節される（Saigusa and Hidaka 1978; Saigusa 

1981）。海水中に放出されたゾエア幼生は、プラ

ンクトン生活を送り、沿岸部で成長しながら汽水

域に移動し、メガロパ幼生へと変態する（小林

2000; 村山ら 2019）。本種は孵化後、ゾエア 5 期

とメガロパ 1 期を経て稚ガニになり（北見・本間

1981; 小林 2000; Matsumoto et al. 2020; 村山ら

2019; Toyota et al. 2023）、水中環境から陸上環境

へと移動すると考えられる。このように、アカテ

ガニは生活史の中で海・川・森・里それぞれの領

域が隣接していることを必要とするため、森里川

海の環境保全のシンボル種となっている。 

 近年、海岸や河川における護岸を目的としたコ

ンクリートによる埋め立てや、陸域の造巣地と幼

生放出時に利用する海岸との間に道路が敷かれ、

雌親のゾエア幼生の放出が妨げられるなどして、

アカテガニの個体数が全国で急減している（荒川

2022; 岡野ら 2019）。このような背景のもと、近

年ではアカテガニの保全を目的としたビオトー

プ造成（近藤ら 2017）や、本種を指標種に据えた

都市公園緑地の景観構成要素の評価手法などが

提案されている（稲飯ら 2014）。アカテガニは近

縁のクロベンケイガニOrisarma dehaaniやベンケ

イガニO. intermediumよりも高い乾燥耐性を有し

ており、より内陸地での生息が可能となっている

（Saigusa 1978）。また、本種は地面だけでなく樹

洞を巣として利用したり、樹上に登る行動が頻繁

に観察されている（柳井 2017）。木登りは特に雨

天時に顕著であり、その理由として樹幹を伝う雨

水を呼吸に利用していると考えられている（柳井

2017）。アカテガニに好適な生息環境は、都市公

園内などの人工物のある環境下では調査されて

おり、森林沿いにある人工水路や裸地状態の平地

は全く利用しないこと、森林内では巣穴を掘るよ

りも石垣の空隙をよく利用することなどが明ら

かになっている（稲飯ら 2014）。人工物の利用が

難しい天然の環境では、本種は、ヨシなどの植物

の根元や落葉の間などに直径数 cmの穴を掘って

巣穴として利用しており、その内部は複雑に入り

組んでいる（北見・本間 1981）。捕食者などの接

近により巣穴に避難する際は、自身のものに限ら

ず身近な巣穴を利用すると考えられるが、ある程

度の巣穴への選好性が認められている（北見・本

間 1981）。アカテガニの造巣地周辺の植物相が記

載されている先行研究はあるが（稲飯 2014; 北

見・本間 1981; 岡野ら 2019）、それらの造巣地と

しての選好性については詳しく調べられていな

い。 

新潟県佐渡市（佐渡島）にある加茂湖（海と繋

がった汽水湖であり新潟県の最大の湖）は、長江

川や貝喰川、外城川などに代表される大小 13 本

の流入河川を擁する汽水湖であるが（加茂湖自然

環境調査研究グループ 1998）、海との接続によっ

て、湖内はほぼ海水であり、牡蠣養殖などの漁業

が盛んである。湖畔にはヨシ原が点在し、一部に

は冬季に干潟のように干出する場所も存在する。

我々は加茂湖に面した樹崎神社の境内にアカテ

ガニの巣穴が多く見られること、その多くは神社

家屋や石碑周辺ではなく境内にある生木や枯木

の根本周辺に集中していることを発見した。これ

までに、アカテガニの保全を目的とした公園緑地

の効果を評価する活動の中で、草本や木本が生い

茂る環境で本種の観察事例が多いことは報告さ

れてきたが（稲飯ら 2014; 岡野ら 2019）、本種の

巣穴形成に関する環境についてはこれまで報告

例がない。そこで本研究では、アカテガニが土を

掘って巣穴を形成する際に樹木への選好性が存

在するのかを明らかにすることを目的に、樹崎神

社の境内のすべての生木の同定とアカテガニ巣

穴数の関連を調査した。 
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Fig. 1. Survey points of this research in Sado Island, Niigata Prefecture (A) and Kisaki 

Shrine (B). The snapshot of field survey (C). The pink ribbons visible on the ground 

indicate the locations of Chiromantes haematocheir burrows. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材料および方法 

著者らは 2020 年 8 月 21–23 日に新潟県佐渡市

の東側に位置する加茂湖（周囲約 17 km）に面す

る樹崎神社（38°03'43.4"N 138°25'49.9"E; Fig. 1A, 

B）の境内（約 25 m 四方）において、アカテガニ

の巣穴調査を実施した。調査はすべて日中に実施

し、調査期間中の天候は晴れ、気温は 33–36 ℃で

あった。境内を歩いて回り、目視にて地面に形成

される直径 20 mm 以上の巣穴構造をアカテガニ

巣穴と定義した。佐渡島にはアカテガニと近縁で

一般的に生息環境の重複が知られるベンケイガ

ニとクロベンケイガニの生息も報告されており

（伊藤・本間 2001）、島の北東部にある達者地区

ではこれら 3 種が同所的に観察される（Toyota et 

al. 2023）。本研究の調査地である加茂湖周辺にも

著者らのこれまでの調査からアカテガニに加え

てクロベンケイガニとベンケイガニの生息は確

認しているが、樹崎神社の境内とその周辺ではク

ロベンケイガニとベンケイガニは観察されてい

ない。先行研究からもクロベンケイガニは天候に

関わらず、沢と海岸林下部の湿った植生で主に活

動していることが報告されており（伊藤ら 2011）、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

樹崎神社境内はクロベンケイガニの営巣地には

適していないと考えられる。樹崎神社の境内とそ

の周辺の水辺に面した岸壁にはアカテガニとカ

クベンケイガニ Parasesarma pictumが優占してい

るが、カクベンケイガニは陸地に巣穴を形成せず、

岩の隙間などに身を隠していることから、境内に

ある巣穴はアカテガニによって形成されたもの

と考えられた。 

発見したアカテガニ巣穴の近くに視認性向上

のためピンクテープを付したペグを用いてマー

キングした（Fig. 1C）。境内にある樹木を「生木」

と「根元だけの枯木（切株や倒壊後の根元部分を

含む）」に分けて、幹部から半径 1 m の円周内に

ある巣穴数を全ての生木／枯木について集計し

た。本調査では、幹部から半径 1 m 以内で重複す

る別の樹木には巣穴は見られなかった。2020 年

10 月 9 日に境内にあるすべての生木（126 株）に

ついて、幹や葉の形態に基づいた種同定を実施し

た。 

目視にてアカテガニが確認できた巣穴につい

ては、巣穴入り口部の直径をデジタルノギスで測

定した。その後、徒手やヒバサミを使用して巣穴 
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Table 1. Environments of burrow formation and their utilization by Chiromantes haematocheir. 

 
Fig. 2. Burrows around a dead tree (A, B) and Chiromantes haematocheir nesting inside the trunk of a dead tree (C). 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内部のアカテガニの捕獲を試み、捕獲できた個体

については雌雄と抱卵の有無を確認し、甲幅長

（carapace width: CW）をデジタルノギスで測定し

た。計測後のアカテガニは捕獲地点に放逐した。

巣穴の直径について、生木／枯木あるいは生木の

場合は樹種、そして捕獲されたアカテガニの CW

を共変量とした共分散分析を実施した（JMP Pro 

18, SAS Institute Inc.）。 

 

結果および考察 

樹崎神社境内には 126 株の生木と 43 株の根元

だけの枯木があり、そのうち幹根元を基点として

半径 1 m の円周内にある全ての巣穴について、株

毎に計数した。その結果、27 株（21.4 %）の生木

と 18 株（41.8 %）の枯木根元周辺にアカテガニ

の巣穴があった（Table 1）。枯木根元を利用した

巣穴は、根本周辺だけでなく（Fig. 2A, B）、枯死

した幹の内部に造巣している事例も見られた

（Fig. 3C）。アカテガニの巣穴は、生木周辺から

69 個、枯木周辺から 50 個（Table 1）、そして生木

／枯木のない裸地から 3 地点（巣穴を中心として

半径 1 m 以内を 1 地点とした）4 個であった。先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行研究から、本種は裸地状態の平地は造巣地とし 

て利用しないことが報告されており（稲飯ら

2014）、本研究もその結果を支持した。生木と比

較して枯木根元に巣穴が多く見られたが、その全

てが根元に隣接、あるいは枯死した幹内部に巣穴

が形成されていた。また、巣穴内部にアカテガニ

が視認できた巣穴は、生木で 52 地点（巣穴利用

率：75.3 %）、枯木で 41 地点（巣穴利用率：82.0 %）

であった（Table 1）。以上のことから、本調査で

確認した直径 20 mm 以上の巣穴はアカテガニの

ものと判断した。 

 樹崎神社境内にある 126 株の生木はすべて外

部形態に基づいて種同定を行い、合計 8 種・タク

サを確認した（Table 2）。最も株数が多かったの

はアカマツ Pinus densiflora の 42 株で、次いでヒ

サカキ Eurya japonica var. japonica の 37 株、クロ

マツ Pinus thunbergii の 22 株、サクラ属 Cerasus 

sp.の 19 株であり、ウラジロガシ Quercus 

stenophyllaの 2株、コナラQuercus serrataの 2株、

オオシマザクラ Cerasus speciosa（大場ら 2007）

の 1 株、ガクアジサイ Hydrangea macrophylla の

1 株であった（Table 2）。これらの中でアカテガニ 
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Fig. 3. Tree's photos of Eurya japonica var. japonica (A), Cerasus sp. (B), Pinus densiflora (C), and Pinus 

thunbergii (D), along with photographs of their leaves (A', B') and trunks (C', D'). 

 

Table 2. Number of tree species and burrows of Chiromantes haematocheir in the Kisaki Shrine. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の巣穴が見られた生木 27 株は、アカマツ、クロ

マツ、ヒサカキ、サクラ属 sp. の 4 種・タクサの

みであった（Table 2; Fig. 3）。27 株中、ヒサカキ

が 14 株とクロマツが 10 株であり、この 2 種でア

カテガニの造巣地全体の 89 %を占めた。また、

アカテガニの巣穴が観察された 14 株のヒサカキ

からは合計 52 個の巣穴が確認できた一方で、10

株のクロマツからは合計 13 個のみであった

（Table 2）。 

 ヒサカキとクロマツの株あたりの巣穴数の違

いについては、地上部の樹形が関与している可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性がある。ヒサカキは低木性の常緑広葉樹であり、

地表から約 100 cm の低い位置に枝葉が茂るだけ

でなく、葉は互生して平面方向に広く展開される

枝葉が覆いとなり、アカテガニにとってシェルタ

ーとして機能していると考えられる。実際、アカ

テガニは日中にカラスやサギ類、カモメ、ウミネ

コなどの鳥類に捕食されていることから（荒川

2022）、ヒサカキは効果的なシェルターとなって

いる可能性が高い。一方で、樹崎神社のクロマツ

は定期的に剪定されているため、幹下部に枝葉が

なく、アカテガニにとってのシェルター機能に乏 
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Fig. 4. Relationship between diameter of burrows and carapace width of Chiromantes haematocheir in 

three taxa of trees and dead one. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しいと考えられる。その結果、ほとんどの場合で

1株に対する巣穴が 1つと少数であったと推察さ

れる。また、ヒサカキとクロマツで大きく異なる

地下部の根系形状も要因のひとつかもしれない。

ヒサカキの根系は、小・中型の水平根系に分類さ

れ、地面直下を這うように伸長する（苅住 2010a）。

一方で、クロマツは大型の垂下根系に分類され、

根系は太く、地面に対して垂直方向に伸長する

（苅住 2010b）。これらのことから、アカテガニに

とって、ヒサカキの根系の近くで巣穴を形成する

とシェルター機能が増強されるだけでなく、タヌ

キなどの捕食動物等による巣穴の掘り起こしな

どから身を守れる確率が高くなると考えられる。

また、先行研究からアカテガニはヒサカキの実を

好んで摂食しており、飼育給餌実験ではその採食

率が 10 %以上を示すことが報告されている（伊

藤ら 2011）。これらのことから、アカテガニはヒ

サカキをシェルター兼食糧庫として利用してい

る可能性が示唆される。クロマツも、ヒサカキ同

様に長い水平根も有するが、地面表層に集中する

のは主に細根のため（近田 2013）、シェルターと

しての強度がヒサカキより劣るのではないかと

考えられる。ヒサカキは、耐寒性が低いサカキ

Cleyera japonica の代用として寒冷な地域で神事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

などに枝葉を利用することから、樹崎神社でも植

樹されている可能性が高い。また、クロマツも耐

潮性が高いため境内に植樹されていると考えら

える。興味深い点として、樹崎神社境内にはクロ

マツ 22 株とアカマツ 42 株が生木として存在す

るが、アカテガニの巣穴は、クロマツで 10 株に

対してアカマツでは 2 株しか見つかっていない

（Table 2）。樹崎神社境内のアカマツは、クロマ

ツ同様に幹下部が剪定されており、根系も大型の

垂下根系とクロマツの特徴と一致する（苅住 

2010c）。アカテガニの造巣地としてのアカマツと

クロマツの選好性の違いが何に由来するのかは

現状では明らかではないが、クロマツはアカマツ

より耐塩性に優れることから（大谷 2023）、枯れ

にくいだけでなく枯死した後も強度が保たれや

すいなどの利点があるのかもしれない。 

 巣穴の中に潜むアカテガニを採捕できた数は

枯木から 23 個体、ヒサカキから 18 個体、クロマ

ツから 10 個体、そしてサクラ属から 2 個体の合

計 53 個体であった。それらについて巣穴直径と

枯木あるいは生木の樹種と巣穴に潜むアカテガ

ニの CWにおける共分散分析の結果、枯木・ヒサ

カキ・クロマツでは巣穴直径とアカテガニの CW

に正の相関がみられた（Fig. 4）。さらに、これら
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3 群間では枯木に形成される巣穴直径が最も大

きく、次いでヒサカキ、そしてクロマツに形成さ

れる巣穴直径が最も小さかった（Fig. 4）。また、

アカテガニの体サイズも枯木に巣穴を形成する

個体が最も大きい傾向にあり、ヒサカキとクロマ

ツ近傍の巣穴の個体は CW 30–35 mm 前後に集中

していた。枯木や樹種ごとに形成される巣穴の大

きさが異なる理由としては以下のように考えら

れる。枯木は地面だけでなく、枯死した幹内部が

風化して巣穴入り口が広がったような構造が見

られる（Fig. 2B, C）。そのため、大型の個体が巣

穴として利用しやすいのではないかと考察でき

る。一方で、ヒサカキに比べて枝葉のシェルター

機能に乏しいクロマツでは、アカテガニは、外敵

の巣穴への侵入リスクを防ぐためにより自身の

CWに近いサイズで造巣するため、3 樹種間で最

も巣穴直径が小さい傾向が生じていると考えら

れる。これらの結果は、アカテガニの形成する巣

穴が、その周辺の環境（本研究では樹種や枯木）

に依存して大きさが変わることを示唆している。 

今後、他地域のアカテガニ個体群でも同様の生

息環境調査を行うことで、アカテガニの造巣地と

しての樹木利用を指標とした新しい海岸公園の

設計・造成プランの立案が可能になると考えられ

る。 
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